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た
め
に
文
字
が
あ
ま
り
に
小
さ
く
な
り
、
い
く
つ

か
の
資
料
で
は
利
用
者
が
そ
の
ま
ま
で
讃
む
に
堪

え
な
い
も
の
に
な
っ
て
い
る
こ
と
も
、
本
書
の
大

き
な
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
共
同
編
纂
者
二
人

の
協
約
で
は
、

2Mm行
録
全
集
』
と
同
じ
鐙
裁
で
、

東
園
大
祭
校
出
版
部
か
ら
出
版
さ
れ
る
橡
定
で
あ

っ
た
も
の
が
、
非
責
品
と
し
て
廉
債
で
出
版
せ
ざ

る
を
得
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。
ま
た
、

『玉

河
日
記
』
な
ど
京
都
大
挙
文
皐
部
国
書
館
裁
あ
る

い
は
同
附
鷹
圃
書
館
裁
の
い
く
つ
か
の
資
料
が
、

貧
に
不
鮮
明
に
仕
上
が
っ
て
い
る
の
も
、
大
き
な

問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
本
書
が
見
開
き
上
下
二
段

組
み
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
に
加
え
、
篤
実
撮

影
を
依
頼
し
た
業
者
の
技
術
に
問
題
が
あ
っ
た
か

ら
で
あ
る
。
し
か
し
ま
た
、
本
書
に
収
録
し
た
諸

資
料
の
篤
異
本
を
わ
ず
か
数
ヶ
月
の
期
限
内
に
そ

ろ
え
て
韓
闘
の
林
基
中
氏
の
手
元
に
迭
ら
ね
ば
な

ら
ず
、
再
度
の
撮
影
が
困
難
で
あ
っ
た
こ
と
、
さ

ら
に
悪
い
傑
件
と
し
て
原
書
の
虫
食
い
が
ひ
ど
く
、

業
者
に
よ
る
篤
莫
撮
影
に
は
編
纂
者
が
立
ち
曾
う

こ
と
が
不
可
放
で
あ
っ
た
た
め
、
夫
馬
が
こ
の
努

苦
を
再
び
す
る
こ
と
を
恐
れ
た
た
め
で
も
あ
る
。

貴
重
な
資
料
を
こ
の
よ
う
な
か
た
ち
で
影
印
せ
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
に
針
し
、
利
用
者
と
し
て

残
念
で
あ
る
と
と
も
に
編
纂
者
と
し
て
も
漸
惚
に

堪
え
な
い
。

以
上
、
問
題
は
様
々
あ
る
が
、

『
燕
行
銀
全
集
』

『
燕
行
銭
全
集
日
本
所
蔵
編
』
の
二
番
が
、
東
ア

ジ
ア
史
の
研
究
に
大
き
く
寄
奥
す
る
こ
と
は
、
疑

い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

な
お
本
書
は
、
編
纂
計
萱
が
始
ま
っ
た
嘗
初
に

林
基
中
氏
の
方
か
ら
示
さ
れ
た
協
約
に
よ
り
、
夫

馬
進

・
林
基
中
編
で
出
版
さ
れ
る
殻
定
で
あ
っ
た

が
、
林
基
中
氏
の
一
方
的
な
都
合
に
よ
っ
て
共
編

者
に
事
前
の
連
絡
も
な
く
林
基
中

・
夫
馬
進
編
で

出
版
さ
れ
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
修
正
を
要
求
し

た
が
、
結
局
聴
き
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た
。
本
書
序

文
お
よ
び
こ
の
紹
介
を
讃
む
利
用
者
は
、
あ
る
い

は
不
可
解
な
も
の
を
覚
え
る
と
考
え
る
の
で
こ
こ

に
記
す
。
ま
た
本
書
三
品
川
と
も
「
目
次
」
と

「凡

例
」
の
部
分
の
四
枚
の
み
、
切
り
取
ら
れ
新
し
い

も
の
と
張
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
も
利
用

者
は
不
可
解
な
も
の
を
覚
え
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ

れ
が
何
を
意
味
す
る
の
か
は
、
こ
こ
で
は
記
さ
な

い
。
ま
こ
と
に

「世
に
は
恩
わ
ぬ
こ
と
が
起
こ
る

も
の
で
あ
る
。
」

な
お
筆
者
は
、
撰
者
と
燕
行
年
代
と
を
確
定
あ

る
い
は
推
定
し
た
根
様
を
一
示
す
と
と
も
に
、
で
き

る
だ
け
多
く
の
研
究
者
に
本
書
を
利
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
い
、
撰
者
の
略
歴
や
筒
草
な
内
容

紹
介
を
も
粂
ね
た
「
日
本
現
存
朝
鮮
燕
行
銭
解

題
」
を
「
京
都
大
拳
文
挙
部
研
究
紀
要
』
第
四
十

二
競
(
二

O
O三
年
、
海
{
疋
)
に
掲
載
す
べ
く
準

備
し
て
い
る
。
燕
行
銭
お
よ
び
燕
行
使
に
開
心
を

寄
せ
る
諸
士
が
、
こ
れ
を
も
参
照
さ
れ
る
こ
と
を

強
く
望
む
。
資
料
調
査
に
な
お
不
備
な
結
が
あ
る

こ
と
を
強
く
恐
れ
る
。
ま
た
本
紹
介
お
よ
び
漁
定

し
て
い
る
「
日
本
現
存
朝
鮮
燕
行
銭
解
題
」
に
誤

り
が
あ
る
な
ら
ば
、
林
基
中
氏
を
含
め
た
諸
土
の

忌
慢
な
い
ご
批
判
を
心
よ
り
願
う
。

二
O
O
一
年
十
一
月
ソ
ウ
ル
、
東
園
大
拳
校
韓

園
文
筆
研
究
所

B
四
剣
六
四
三
・
五
七
五
・
六
四
二
頁
非
資
品

169-

ロ
白
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H
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中

砂

明

f実

ヨ
ー
ロ

ッ
パ
の
針
外
渡
展
史
の
権
威
チ
ャ
ー
ル

ズ

・
ラ
ル
フ

・
ボ
ク
サ
ー
氏
は
二
0
0
0年
四
月

に
九
十
六
歳
で
亡
く
な
っ
た
。
日
本
と
も
縁
の
深

い
彼
の
人
と
な
り
・
業
績
に
つ
い
て
は
、
幸
田
成
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友
(
「
シ
l
・
ア
ー
ル
・
ボ
ッ
ク
サ
l
氏
に
再
曾

す
」
一
九
四
六
、
「
幸
田
成
友
著
作
集
』
第
七
巻

に
牧
録
。
そ
の
他
に
も
数
編
あ
り
)
・
榎
一
雄

(
「
ボ
ク
サ
ー
敬
授
の
業
績
」
、
『
東
方
向
芝
六

O
、

一
九
八

O
。
「
ボ
ク
サ
ー
数
授
著
作
目
録
」
向
上

七

O
、

一
九
八
五
。

い
ず
れ
も
『
榎
一
雄
著
作

集
』
第
十
一
巻
に
牧
録
)
ら
に
よ
る
紹
介
が
あ
る

が
、
本
書
は
イ
ン
デ
イ
ア
ナ
大
挙
リ
リ
l
園
書
館

に
収
裁
さ
れ
る
ボ
ク
サ
ー
夫
妻
閥
係
の
資
料
を
は

じ
め
と
す
る
文
献
や
世
界
各
園
の
開
係
者
へ
の
イ

ン
タ
ヴ
ュ

ー
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
た
詳
停
で
あ
る
。

ボ
ク
サ
ー
在
世
中
の
一
九
九
七
年
に
着
手
さ
れ
た

が
、
結
果
的
に
は
二
十
世
紀
の
巨
人
撃
者
へ
の
大

き
な
供
物
と
な
っ
た
。

著
者
オ
ル
デ
ン
氏
は
ワ
シ
ン
ト
ン
大
附
学
教
授
。

主
著
叫
Jt
〉

p
r
a阿
久
S

N

円
お
き
暗
号
吋
・

UJZhU8

3
、
久

F
H
5
5
5
H
U竜門
H
h
h
b
ト
」
「
な
同
ヨ
h
v
N
R
S
h凡

匂ミ
S
A
M仇
屯

0
1
N
N
S
(
ω
gロ『
0
己

d
H
υ
E
S
)

は
、
新
首
商
大
陸
に
ま
た
が
る
イ
エ
ズ
ス
舎
の
活

動
を
線
髄
的
に
検
討
し
、
と
く
に
そ
の
経
済
的
基

盤
を
明
ら
か
に
し
た
雄
編
で
あ
る
。
そ
の
研
究
の

ス
ケ
ー
ル
の
大
き
さ
か
ら
見
て
も
、
ボ
ク
サ
ー
俸

の
作
者
に
ふ
さ
わ
し
い
。
ま
た
、
協
力
者
の
一
人
、

ジ
ム
・
ク
ミ
ン
ズ
氏
は
典
種
論
争
に
火
を
つ
け
た

来
華
ド
ミ
ニ
コ
曾
士
ナ
パ
レ
y
テ
の
研
究
で
知
ら

れ
、
ボ
ク
サ
ー
と
は
宇
世
紀
に
わ
た
る
交
流
を
持

つ
。
榎
氏
が
紹
介
し
た
ボ
ク
サ
ー
の
著
作
目
録

(
0
0
2
官
巧
叩
印
F

b

h

ミ
ミ
号
司
ミ
吉
岡
旬
。
¥

。
宮
、
古
河
ぬ
ん
玄
句
。
誌

wahusp」F
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R
8
3
N

N
h
v
u
q
b
w
H
h同

H
匂
∞
《
叶
印
HHHOMWU

回

o
o
r印
戸

三

)

に

彼
が
寄
せ
た
小
停
が
、
本
書
登
場
ま
で
は
数
授
に

闘
す
る
基
本
文
献
だ
っ
た
。
も
う
一
人
の
協
力
者
、

マ
イ
ケ
ル
・
ク

l
パ
l
氏
は
邦
誇
も
さ
れ
た
通
辞

ロ
ド
リ
ゲ
ス
の
博
記
(
原
書
房
、
一
九
九
一
。
た

だ
し
全
議
で
は
な
い
)
の
著
者
で
あ
る
数
曾
史
家
。

最
強
の
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
に
よ
る
仕
事
と
言
え
る

だ
ろ
、
っ
。

第
一
部
「
形
成
期
」

ボ
ク
サ
ー
は
家
業
で
あ
る
軍
人
の
道
を
選
捧
し

た
が
、
視
力
が
弱
い
た
め
に
海
軍
を
断
念
せ
ざ
る

を
得
な
か
っ
た
。
二
十
歳
の
時
に
リ
ン
カ
ン
シ

ャ
1
連
隊
に
配
属
さ
れ
た
が
、
箪
務
の
傍
ら
で
歴

史
へ
の
閥
心
を
育
ん
で
い
た
。
少
年
時
代
、
祖
母

の
根
付
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
(
薩
英
戦
争
に
参
加
し
た

租
父
が
将
来
し
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
)
に
魅
せ

ら
れ
て
極
東
の
島
園
へ
の
興
味
を
喚
起
さ
れ
、
長

崎
版
重
を
収
集
し
は
じ
め
た
こ
と
が
西
洋
で
日
本

に
最
先
着
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
へ
の
興
味
の
呼
び
水

と
な
っ
た
、
と
著
者
は
述
べ
る
。

彼
は
軍
校
時
代
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
そ
し
て
オ
ラ

ン
ダ
語
の
勉
強
を
開
始
し
て
い
た
。
海
軍
へ
の
憧

れ
が
海
事
史
へ
の
閥
心
に
形
を
獲
え
た
の
で
あ
る
。

聞
達
書
を
マ
グ
ス
兄
弟
商
舎
か
ら
購
入
し
、
ハ
ッ

ク
ル

l
ト
協
舎
や
ロ
ン
ド

ン
日
本
協
舎
の
メ
ン

バ
ー
と
な
る
な
ど
、
ア
マ
チ
ュ
ア
皐
徒
と
し
て
の

ス
タ
ー
ト
を
切
る
と
、
一
九
二
五
年
に
ポ
ル
ト
ガ

ル
、
二
七
年
に
オ
ラ
ン
ダ
を
そ
れ
ぞ
れ
初
訪
問
し
、

以
後
リ
ス
ボ
ン
の
園
家
園
書
館
や
ハ
|
グ
の
国
家

文
書
館
を
し
ば
し
ば
訪
れ
精
力
的
な
資
料
収
集
を

行
っ
た
。
ま
た
、
イ
エ
ズ
ス
曾
閥
係
文
書
が
あ
る

ロ
l
マ
に
は
行
か
な
か
っ
た
が
、
『
サ
ヴ
ィ
エ
ル

侍
」
の
著
者
ゲ
オ
ル
グ
・
シ
ュ

l
ル
ハ
ン
マ
ー
師

と
二
七
年
か
ら
文
通
を
開
始
し
、
以
後
資
料
提
供

も
受
け
て
い
る
。
幸
田
成
友
が
「
一
青
年
紳
士
と

言
は
ん
よ
り
寧
ろ
一
大
筆
生
の
風
采
を
し
て
」
い

た
少
壮
撃
徒
と
ハ

l
グ
で
出
舎
っ
た
の
も
こ
の
頃

で
あ
っ
た
。

二
六
年
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
雑
誌
に
設
表
し
た
慮

女
作
は
マ
カ
オ
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
が
オ
ラ
ン
ダ
人

を
撃
退
し
た
事
件
(
一
六
二
二
)
を
扱
っ
た
も
の

で
、
次
作
の
「
マ

1
ド
レ
・
デ
・
デ
ウ
ス
競
」
事

件
と
と
も
に
好
ん
で
再
々
取
り
上
げ
る
テ
!
マ
と

な
っ
た
。

そ
の
一
方
で
、
彼
の
肇
問
の
特
徴
で
あ
る
譲
注

の
仕
事
も
始
ま
っ
て
い
た
。
長
崎
で
爆
沈
し
た
ペ

-170 
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ツ
ソ
ア
同
様
、
ホ
ル
ム
ズ
陥
落
(
一
六
二
二
)
と

い
う
悲
劇
を
味
わ
っ
た
司
令
官
ル
イ

・
フ
レ
l

レ
・
デ

・
ア
ン
ド
ラ

l
デ
、
オ
ラ
ン
ダ
海
軍
の
英

雄
ト
ロ
ン
プ
提
督
の
記
録
を
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ

に
、
彼
の
志
向
を
見
て
取
れ
る
。
と
く
に
前
者
は

稀
観
書
だ
っ
た
が
、
彼
自
身
の
戴
本
が
誇
注
の
底

本

と

さ

れ

た
。
三

七

年

に

所

蔵

カ

タ

ロ

グ

(
句
史
E
忌

R
b
旬。
H
A
コ
お
お
)
を
公
に
し
、
幸
田
は

じ
め
研
究
者
た
ち
を
嘆
息
せ
し
め
た
恐
る
べ
き

コ

レ
ク
タ
|
の

一
端
が
す
で
に
表
れ
て
い
る
。
ま
た
、

日
本
通
で
あ
っ
た
ピ
ゴ

ァ
ト
の
勧
め
で
、
ロ

ン
ド

ン
大
撃
東
洋
挙
校
(
嘗
時
の
英
図
で
唯
一
日
本
語

数
育
を
提
供
し
て
い
た
機
関
)
で
日
本
語
を
皐
び

始
め
た
。

三

O
年
、
ピ
ゴ
ッ
ト
の
推
奉
で
日
本
に
言
語
将

校
と
し
て
赴
任
す
る
。
こ
の
時
、

岡
本
良
知
・
岩

生
成

一
や
、
大
使
館
に
勤
務
し
て
い
た
ジ

ョ
ー

ジ

・
サ
ン
ソ
ム

(『
西
欧
世
界
と
日
本
』
の
著
者
)

と
知
り
合
う
が
、
最
大
の
知
己
は
オ
ラ
ン
ダ
公
使

パ
プ
ス
ト
で
あ

っ
た
。
爾
親
を
す
で
に
失
っ
て
い

た
青
年
を
公
使
は
わ
が
子
の
よ
う
に
可
愛
が
り
、

日
本
圏
内
の
み
な
ら
ず
、
牽
湾
放
行
に
も
伴
っ
た
。

す
で
に
鄭
成
功
の
ゼ

l
ラ
ン
デ
イ
ア
城
奪
取
の
論

文
を
書
い
て
い
た
ボ
ク
サ
ー
が
現
地
を
踏
査
し
た

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
三
三
一
年
の
錆
図
途
次

に
パ
プ
ス
ト
と
楽
し
ん
だ
東
南
ア
ジ
ア
周
遊
は
、

日
本
か
ら
イ
ン
ド
に
至
る
幅
庚
い
行
径
を
持
っ
た

フ
ラ
ン
ソ
ワ

・
カ
ロ
ン
の
足
跡
を
追
う
放
で
も
あ

っ
た
。
二
年
後
に
出
版
さ
れ
た
『
日
本
大
王
園

志
」
注
解
に
、
そ
の
経
験
が
生
か
さ
れ
て
い
る
。

第
二
部

「香
港
で
の
歳
月
」

三
七
年
、
彼
は
再
び
東
方
に
や
っ
て
く
る
。
香

港
で
の
彼
の
任
務
は
司
令
官
の
日
本
語
通
語
と
、

極
東
の
情
報
牧
集
で
あ
っ
た
。
後
者
の
仕
事
は
研

究
の
取
材
政
行
に
も
な
っ
て
い
た
。
マ
カ
オ
の
長

官
と
接
燭
し
て
日
本
情
報
を
集
め
る

一
方
で
、
郷

土
史
家
の
ジ
ヤ

ツ
ク

・
プ
ラ
ガ
と
親
交
を
深
め
た
。

四

O
年
十
月
に
は
、
重
慶
に
飛
ん
で
蒋
介
石
に
曾

見
し
、
短
波
ラ
ジ
オ
に
よ
る
情
報
収
集
網
の
強
化

を
提
言
し
て
い
る
。
彼
は
三
九
年
に
結
婚
し
て
い

た
が
、
香
港
に
い
た
西
洋
人
女
性
で
も
際
立
つ
存

在
だ

っ
た
ノ
ン
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
作
家
エ
ミ
リ
l
・

ハ
1
ン
と
知
り
合
い
、
懲
に
お
ち
る
。
彼
女
は

『宋
姉
妹
」
(
一
九
四

二

の
成
功
で
注
目
を
浴

び
、
さ
ら
に
、
『
中
園
と
私
」
(
一
九
四
四
)
は
通

算
七
十
高
部
を
貰
っ
た
。
ボ
ク
サ
ー
の
名
前
は
人

気
作
家
の
絡
む
人
と
し
て
ま
ず
世
間
に
認
知
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

英
珠
湾
攻
撃
と
同
じ
日
に
、
日
本
軍
の
香
港
侵

入
が
始
ま
っ
た
。
ボ
ク
サ
ー
は
戦
闘
中
に
左
肩
を

撃
ち
抜
か
れ
て
病
院
に
収
容
さ
れ
、
翌
年
の
末
に

は
九
龍
の
キ
ャ
ン
プ
に
移
さ
れ
た
。
各
キ
ャ
ン
プ

に
牧
容
さ
れ
た
捕
虜
た
ち
は
監
視
の
目
を
か
い
く

ぐ

っ
て
逃
亡
を
試
み
た
。
そ
れ
を
支
援
し
、
情
報

牧
集
を
行
う
中
英
連
絡
の
秘
密
組
織
B
A
A
G
の

活
動
に
開
輿
し
た
か
ど
で
、
彼
は
香
港
島
南
端
の

ス
タ
ン
レ

l
監
獄
に
迭
ら
れ
、
さ
ら
に
庚
東
に
牧

監
さ
れ
て
終
戦
を
迎
え
た
。
『
ア
ジ
ア
歴
史
事
典
」

(
平
凡
枇
)
の
ボ
ク
サ
ー
の
項
目
が
「
牽
湾
に
迭

ら
れ
た
」
と
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。

ボ
ク
サ
ー
自
身
は
捕
虜
生
活
に
つ
い
て
、

軍
人

ら
し
い
織
歎
さ
で
多
く
を
語
っ
て
い
な
い
。
し
た

が
っ
て
こ
の
第
二
部
の
主
題
は
、
ボ
ク
サ
ー
個
人

よ
り
も
む
し
ろ
、
西
洋
人
捕
虜
の
待
遇
、
彼
ら
に

と
っ
て
情
報
が
持
っ
た
意
味
(
と
く
に
ラ
ジ
オ
の

役
割
が
強
調
さ
れ
る
)
、
中
閣
と
か
か
わ
っ
た
西

洋
人
女
性
た
ち
で
あ
る
。
巻
末
の
参
考
文
献
を

一

瞥
す
る
限
り
、
捕
虜
に
関
す
る
研
究
が
近
年
盛
ん

に
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
著
者
は
こ
れ
ら
を
踏

ま
え
つ
つ
濁
自
の
調
査
を
行
い
、
熱
の
こ
も

っ
た

仕
組
述
と
な

っ
て
い
る
。
本
書
の
讃
み
ど
こ
ろ
は
、

じ
つ
は
こ
こ
に
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

第
三
部
「
キ
ン
グ
ズ

・
カ
レ

ッ
ジ
時
代
」

戦
争
が
終
わ
る
と
彼
は
ま
ず
懲
人
の
待
つ
ア
メ

リ
カ
に
向
か
い
再
婚
、
極
東
委
員
舎
を
率
い
る
サ
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ン
ソ
ム
に
随
行
し
て
翌
年
日
本
に
戻
っ
て
く
る
。

こ
の
時
、
一
柳
田

一
誠
堂
で
習
知
の
幸
田
ら
と
再
曾

し
た
彼
の
念
頭
に
あ
っ
た
の
は
、
波
牧
さ
れ
た
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
の
行
方
で
あ
っ
た
。
帝
園
圃
書
館
に

搬
迭
さ
れ
て
い
た
事
が
分
か
り
、

一
部
は
失
わ
れ

て
い
た
も
の
の
、
持
ち
主
の
慮
に
戻
っ
て
き
た

(松
本
剛
『
略
奪
し
た
文
化
戦
争
と
圃
書
』
も

こ
の
話
に
言
及
し
て
い
る
)
。

四
七
年
、
蹄
園
し
た
彼
は
軍
務
を
離
れ
、
ロ
ン

ド
ン
大
撃
の
キ
ン
グ
ズ
・
カ
レ

ッ
ジ
の
ポ
ル
ト
ガ

ル
語
祭
・
文
拳
講
座
に
招
か
れ
る
。
肇
位
を
持
た

な
い
彼
に
白
羽
の
矢
が
立
っ

た
の
は
む
ろ
ん
そ
の

賓
力
の
然
ら
し
む
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
が
、
英
図
の

ポ
ル
ト
ガ
ル
撃
に
こ
れ
と
い
っ
た
人
材
が
い
な
か

っ
た
こ
と
も

一
因
だ
っ
た
で
あ
ろ
う
。
五
一

年
に

い
っ
た
ん
東
洋
・
ア
フ
リ
カ
拳
校

(ω
O〉
ω
)

に

移
る
が
、
「
中
闘
語
が
堪
能
で
な
い
」
な
ど
の
理

由
を
口
賓
に
し
て
、
五
三
年
原
職
に
復
蹄
し
た
。

以
後
、
ブ
ラ
ジ
ル
・
イ
ン
ド
・
ア
フ
リ
カ
と
ポ
ル

ト
ガ
ル
帝
園
の
版
圃
を
飛
び
回
っ
て
資
料
を
牧
集

し
、
講
義
・
講
演
を
行
い
、
そ
れ
ら
が
次
今
論
著

と
な
っ
て
公
刊
さ
れ
て
い
っ
た
(
四
七
か
ら
六
九

年
に
か
け
て

一
四
六
黙
)
。
著
者
に
よ
る
代
表
作

に
つ
い
て
の
皐
間
的
債
値
や
反
響
の
吟
味
は
参
考

に
な
る
が
、
紙
幅
の
関
係
上
こ
こ
で
は
個
別
れ
な
い
。

た
だ
、
蔵
書
の
傾
向
の
愛
化
等
々
を
分
析
し
て
、

ボ
ク
サ
ー
の
閥
心
が
海
事
史
か
ら
植
民
枇
曾
史
・

布
敬
史
へ
と
移
行
し
て
い
っ
た
と
す
る
指
摘
に
の

み
言
及
し
て
お
く
。

六
三
年
に
刊
行
さ
れ
た
河
白
町
内
河
内
E
H
8
2
2
号

、
ミ
ロ
官
ミ
阿
君
、
3
2
E
出
切
仇
に
は
、
特
に

一
章
が
割
か
れ
て
い
る
。
こ
の
本
は
、
あ
る
意
味

で
は
彼
の
著
作
の
中
で
も
っ
と
も
反
響
を
呼
ん
だ
、

と
い
う
よ
り
物
議
を
醸
し
た
書
物
で
あ
る
。
ポ
ル

ト
ガ
ル
人
の
植
民
地
支
配
に
は
他
の
列
強
に
見
ら

れ
た
よ
う
な
人
種
差
別
が
存
在
し
な
か
っ
た
と
い

う
神
話
を
否
定
し
た
内
容
が
、
黄
昏
の
植
民
帝
園

の
護
持
に
汲
々
と
し
て
い
た
サ
ラ
ザ
1

ル
政
権
の

神
経
に
障
っ
た
の
で
あ
る
。
政
府
の
意
思
を
代
婚

し
て
ボ
ク
サ
ー
を
激
烈
に
批
判
し
た
の
が
、
ト

メ
・
ピ
レ
ス
『
東
方
案
内
記
』
の
紹
介
者
ア
ル
マ

ン
ド
・

コ
ル
テ
ザ
ン
で
あ
る
。
彼
は
亡
命
時
代
に

ボ
ク
サ
ー
の
支
援
を
受
け
、
そ
れ
が
パ
リ
で
の
草

稿
後
見
に
つ
な
が
っ
た
の
だ
が
、
長
年
の
友
誼
が

い
ま
や
敵
封
へ
と
縛
じ
た
。
二
人
の
間
に
あ
っ
て
、

筆
者
た
ち
が
ボ
ク
サ
ー
の
問
題
作
に
ど
う
封
臨
ほ
し

た
か
が
描
出
さ
れ
て
い
て
、
興
味
深
い
。

第
四
部
「
世
界
巡
回
の
日
々
」

ボ
ク
サ
ー
夫
婦
は
共
稼
、き
だ
っ
た
が
、
地
所
の

維
持
や
税
金
の
た
め
に
経
済
的
窮
境
に
あ
っ
た
。

事
態
を
打
開
す
べ
く
ボ
ク
サ
ー
は
歳
蓄
の
責
却
を

考
え
る
。
そ
れ
と
研
究
を
爾
立
さ
せ
る
矯
に
は
譲

渡
の
後
も
本
を
使
え
れ
ば
よ
い
。
そ
の
傑
件
を
満

た
し
た
の
が
イ
ン
デ
イ
ア
ナ
大
山
晶
子
リ
リ
l
園
書
館

で
あ
っ
た
。
六
七
年
に
彼
は
キ
ン
グ
ズ
・
カ
レ

ッ

ジ
を
退
い
て
妻
の
母
国
に
渡
り
、
イ
ン
デ
イ
ア
ナ

の
客
員
数
授
と
な
っ
た
。
さ
ら
に
ハ
ー
バ
ー
ド
に

縛
ず
る
チ
ャ
ン
ス
も
あ
っ
た
が
、
大
島
ナ
嘗
局
は
ス

ペ
イ
ン
帝
園
史
の
権
威
ジ
ョ
ン
・
パ
リ
l
を
選
ん

だ
。
剣
断
材
料
の
一
つ
は
拳
位
の
問
題
で
あ
っ
た
。

そ
れ
に
代
わ
っ
て
手
を
差
し
伸
べ
た
の
が
イ
エ
ー

ル
で
、
定
年
の
六
八
歳
ま
で
の
三
年
聞
の
雇
用
を

提
示
し
、
ボ
ク
サ
ー
は
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
海
外
擦
張
史

講
座
の
教
授
と
し
て
着
任
し
た
。
大
挙
紛
争
に
巻

き
込
ま
れ
は
し
た
が
大
過
な
く
七
二
年
に
定
年
を

迎
え
た
後
、
再
び
フ
ル
|
ミ
ン
ト
ン
に
戻
っ
て
数

鞭
を
取
っ
た
。

彼
が
よ
う
や
く
イ
ギ
リ
ス
に
戻
っ
た
の
は
七
九

年
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
閉
そ
し
て
以
後
九

0
年

代
に
入
る
ま
で
、
世
界
各
地
を
相
愛
わ
ら
ず
精
力

的
に
駆
け
回
る
彼
の
名
撃
は
高
ま
る
一
方
だ
っ
た

が
、
著
者
は
八

0
年
代
以
後
の
仕
事
は
そ
れ
ま
で

の
焼
き
直
し
に
過
ぎ
な
い
と
附
け
加
え
る
こ
と
も

忘
れ
て
い
な
い
。
本
書
の
巻
末
に
は
ウ
エ
ス
ト
目

録
の
補
遣
が
附
せ
ら
れ
て
い
る
が
、
貧
際
に
は
榎

-172-
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に
よ
る
日
銀
紹
介
で
ほ
ぼ
事
足
り
る
(
不
完
全
で

は
あ
る
が
)
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
晩
年
の
彼
に

輿
え
ら
れ
た
数
多
く
の
名
血
管
の
う
ち
の
ク
ラ
イ
マ

ッ
ク
ス
は
、
英
園
祭
士
院
に
列
せ
ら
れ
た
こ
と
よ

り
も
、
九
七
年
に
古
巣
の
キ
ン
グ
ズ
・
カ
レ
ッ
ジ

に
よ
っ
て
、
植
民
期
ブ
ラ
ジ
ル
研
究
に
ま
で
験
足

を
伸
ば
し
た
彼
に
ふ
さ
わ
し
い
ポ
ル
ト
ガ
ル
・
ブ

ラ
ジ
ル
史
講
座
が
特
設
さ
れ
た
こ
と
か
も
知
れ
な

}
V
 
本
書
の
巻
末
に
は
、
目
録
補
遣
を
含
め
て
七
つ

の
附
録
が
あ
る
が
、
な
か
で
も
興
味
深
い
の
が

「
著
者
と
出
版
枇
」
「
放
棄
さ
れ
た
計
費
」
で
あ

る
。
前
者
は
ボ
ク
サ
ー
の
名
撃
に
も
か
か
わ
ら
ず

本
の
資
れ
行
き
は
い
ま
ひ
と
つ
で
、
出
版
社
が
再

版
に
こ
の
足
を
踏
ん
だ
こ
と
を
多
少
皮
肉
め
か
し

て
述
べ
て
い
る
。
な
か
で
も
七
一
年
に
ボ
ク
サ
ー

が
吋
常
、
司
雷
同
ピ
s
h
S
F
D
3吋
同
書
官
誌
の
ペ
ー

パ
ー
バ

ッ
ク
化
を
希
望
し
た
時
、
出
版
一
粧
が
「
キ

ャ
ン
パ
ス
で
責
れ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
史
の
本
は
イ
ン

テ
レ
ク
チ
ュ
ア
ル

・
ヒ
ス
ト
リ
ー
か
批
評
つ
き
の

歴
史
の
い
ず
れ
か
で
あ
る
」
と
答
え
て
い
る
の
が

印
象
的
で
あ
る
(
本
書
は
の
ち
に
『
オ
ラ
ン
ダ
海

上
帝
図
」
と
と
も
に
ペ
ー

パ
ー
バ

ッ
ク
化
さ
れ

た
)
。「
や
り
の
こ
し
の
仕
事
」
の
リ
ス
ト
の
中
で
、

筆
者
が
個
人
的
に
惜
し
い
と
思
う
の
は
、
ブ
ラ
ジ

ル
で
布
敬
し
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
人
イ
エ
ズ
ス
舎
士
ア

ン
ト
ニ
オ
・
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
の
傍
記
で
あ
る
。
こ
の

人
物
は
ポ
ル
ト
ガ
ル
帝
図
史
の
み
な
ら
ず
十
七
世

紀
の
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
史
ひ
い
て
は
世
界
史
を
考
え
る

上
で
の
キ

l
・
パ
ー
ス
ン
の
一
人
だ
か
ら
で
あ
る
。

ボ
ク
サ
ー
が
断
念
し
た
理
由
は
紳
撃
の
素
養
に
紋

け
る
か
ら
と
い
う
こ
と
の
よ
う
だ
が
、
逆
に
そ
ち

ら
に
力
黙
を
置
い
た
ト
マ
ス

・コ

l
エ
ン
の
近
作

(
叫J
Z
Eミ
ミ

叫

JShtae
日
g
甘
え

C
H
U

E
温
)
は
ヴ
ィ
エ
イ
ラ
と
い
う
存
在
の
持
つ
世

界
史
的
意
義
を
捉
え
き
れ
て
い
な
い
。
こ
の
貼
で

ボ
ク
サ
ー
の
視
野
の
遼
閥
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ

る
。最
後
に
妄
言
。
ボ
ク
サ
ー
は
日
本
と
関
わ
り
が

深
い
人
物
で
も
あ
っ
た
が
、
彼
の
著
書
の
邦
誇
は

い
ま
の
と
こ
ろ
刊
行
さ
れ
て
い
な
い
。

叫コ常

♀
3
h
Eお
の
宮
町
民
ミ

3
p
p苫
P
H
h
4
b

，H
q
包扶…

り
で
あ
る
。
近
刊
の
『
二

O
世
紀
の
歴
史
家
た
ち

世
界
編
』
(
刀
水
害
房
)
に
取
り
上
げ
ら
れ
な
い

の
は
ま
だ
し
も
、

『歴
史
挙
事
典
第
五
巻
歴
史

家
と
そ
の
作
品
」
(
弘
文
堂
)
に
も
項
目
が
立
っ

て
い
な
い
。
漏
れ
た
の
は
「
一
園
史
家
」
で
な
い

た
め
に
視
野
に
入
り
に
く
か
っ
た
と
い
う
こ
と
だ

ろ
う
が
、
そ
れ
に
し
て
も
二
歳
年
長
の
プ
ロ
1

デ

ル
と
は
大
遣
い
で
あ
る
。
ボ
ク
サ
ー
の
著
作
に
釘

す
る
「
方
法
論
が
な
い
、
事
象
の
掘
り
下
げ
、
位

置
づ
け
に
鉄
け
る
」
と
の
批
判
(
え

o
z
r
s
q

s』
o
rロ
〈

EFOHM
-~河
h
h
ω
己
的

2
・
=
t
N
)

も

骨
固
た
っ
て
は
い
る
。
そ
れ
は
、
プ
ロ
フ
ェ

ッ
シ
ョ

ナ
ル
と
し
て
の
訓
練
を
経
て
い
な
い
ア
マ
チ
ュ
ア

の
特
質
で
も
あ
る
。

し
か
し
、
筆
者
は
方
法
論
を
延
今
と
開
陳
す
る

横
文
字
本
を
見
る
と
、
「
早
く
切
り
上
げ
て
本
題

に
入
っ
て
く
れ
」
と
思
っ
て
し
ま
う
ほ
う
で
あ
る
。

三
百
勤
以
上
に
及
ぶ
論
著
の
ご
く
一
部
を
か
じ
っ

た
に
過
ぎ
な
い
が
、
彼
が
紹
介
し
た
資
料
・
情
報

の
中
に
は
設
展
の
種
子
が
た
く
さ
ん
限

っ
て
い
る

こ
と
は
賓
感
で
き
る
。
た
と
え
ば
、
小
口
聞
な
が
ら

十
七
世
紀
の
マ
カ
オ
・
マ
カ

ッ
サ
ル
聞
を
軸
に
活

動

し

た

ポ

ル

ト

ガ

ル

商

人

を

描

い

た

著

作

(
可
ミ
g
h
S
て
S
E
b
出
羽
5
3
F
H申
告
)
は

じ
つ
に
豊
か
な
情
報
量
を
有
し
て
い
る
。
彼
の
仕

事
を
出
後
黙
と
し
て
今
後
展
望
が
開
け
る
可
能
性

は
大
い
に
あ
る
。
最
初
に
言
及
し
た
著
者
の
本
業

で
の
著
作
が
ま
さ
に
そ
の
好
例
で
あ
る
。

F
E
r
oロ

m，
cpι
釦
南
側

0
0
=
。ロ円
。

M
O
D
-
-
m】
即
日
》
司
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